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西 多 摩 衛 生 組 合 の 概 要 

 

 

１ 西多摩衛生組合の沿革 

昭和３７年 し尿の共同処理を目的に羽村町と福生町が、『羽村・福生衛生組合』を設立。 

昭和３８年 瑞穂町が加入し、名称を『西多摩衛生組合』に改める。 

昭和４０年 共同処理の目的にごみ処理を加える。 

昭和４３年 青梅市が加入し、一市三町の一部事務組合として現在に至る。（現在は三市一町） 

昭和６０年 昭和４７年および昭和５３年に建設されたごみ処理施設の老朽化及びごみ質の変化によ 

り機能低下が顕著となり、人口増に伴うごみ搬入量増加により、処理が困難な状況となる。 

このことから、管理者から『廃棄物処理施設改善計画』が提起され、協議・検討を重ね、 

ごみ焼却処理施設建設計画を開始し、地域住民との協議、建設への諸手続きが行われる。 

平成 ６年 新ごみ焼却施設建設に着手。 

平成 ８年 各構成市町の公共下水道の整備・普及に伴い、し尿処理は構成市町の自区内処理となり 

終了。構成市町から収集される可燃ごみの焼却業務のみとなる。 

平成１０年 新ごみ焼却施設『西多摩衛生組合環境センター』完成。 

       共同処理の目的条項に福祉の増進に関する施設と運営が加わり、旧施設跡地にごみ焼却 

の余熱を利用する施設の建設計画が進められる。 

平成１２年 浴場施設と体育館施設の複合施設からなる余熱利用施設の建設に着手。 

平成１３年 余熱利用施設『フレッシュランド西多摩』完成。 

平成２２年 余熱利用施設『フレッシュランド西多摩』敷地内に、集会施設『ふれあい館』完成。 

 

 

２ 組合の機構 
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３ 職員 

組合職員      28 人（内、構成市町から派遣職員 2 人）   再任用職員      1 人 

嘱託職員       7 人                   施設運転業務委託  19 人 

 

 

４ 構成市町の人口・世帯（平成 23 年 4 月 1 日現在） 

市 町 名 面 積（㎢） 人 口（人） 比 率（%） 世帯数（世帯） 比 率（%） 

青 梅 市 103.26 139,941 47.99 59,995 47.03 

福 生 市 10.24 59,891 20.54 28,978 22.72 

羽 村 市 9.91 57,579 19.75 24,868 19.49 

瑞 穂 町 16.83 34,174 11.72 13,729 10.76 

合 計 140.24 291,585 100.00 127,570 100.00 

 

 

５ ごみ搬入量 

区 分 市 町 名 20 年度（ｔ） 比率（%） 21 年度（ｔ） 比率（%） 22 年度（ｔ） 比率（%） 

構 成 市 町 

青 梅 市 32,536.73 45.19 31,722.16 48.49 31,024.47 47.12 

福 生 市 13,582.93 18.87 13,147.39 20.10 12,540.77 19.04 

羽 村 市 12,609.83 17.52 12,050.23 18.42 11,918.32 18.10 

瑞 穂 町 8,944.34 12.42 8,498.69 12.99 8,125.63 12.34 

小 計 67,673.83 94.00 65,418.47 100.00 63,609.19 96.60 

広 域 支 援 4,319.68 6.00 - - 2,236.44 3.40 

合   計 71,993.51 100.00 65,418.47 100.00 65,845.63 100.00 

※ 多摩地域ごみ処理広域支援体制実施協定に基づき、２０年度は小金井市、２２年度は多摩川衛生組合

の可燃ごみの一部を受入れました。 

 

 

６ 組合の敷地 

施    設 環境センター フレッシュランド西多摩（余熱利用施設） 合  計 

面積（㎡） 38,770 20,768 59,538 

 

 

《  環 境 セ ン タ ー 施 設 概 要  》 

 

昭和の末期、西多摩衛生組合の旧ごみ処理施設では、人口の増加に伴うごみ搬入量の増加や施設の老朽

化などの課題を抱え、最新のごみ処理事情や環境問題、さらには地域環境に配慮した、新ごみ処理施設の

必要性が提唱されました。このため、平成６年から新ごみ処理施設の建設が開始され、４年の工期を経た

平成１０年３月に現在の『西多摩衛生組合環境センター』が完成し、今日に至っています。 

環境センターでは『環境にやさしく安全で地域と協働する清掃工場』を環境方針に掲げ、さらなる環境

負荷の低減を目指し、ばいじん除去装置に触媒フィルターを採用するなど設備の更新を図っています。 

 

１ 処理能力  480ｔ／日  （160ｔ／日×3 炉） 

 

２ 処理方式  全連続燃焼式 （流動床炉） 

 

３ 総建設費  29,767,000 千円 
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４ 建築構造及び設備 

⑴ 建築構造 

 ① 工場棟  鉄筋コンクリート造（一部鉄骨造）  地上 4 階／地下 3 階 

建築面積 6,408 ㎡  延べ面積 14,226 ㎡ 

  ② 管理棟  鉄筋コンクリート造 地上 2 階  建築面積 666 ㎡  延床面積 1,310 ㎡ 

  ③ 煙突    地上高 44.5ｍ 

  

⑵ 設備 

  ① 給じん設備 ピットアンドクレーン方式（ピット容量 1,450ｔ） 

  ② 燃焼ガス冷却設備 自然循環・水管ボイラー方式 

  ③ 排ガス処理設備 乾式消石灰噴霧／バグフィルター／触媒脱硝方式 

  ④ 通風設備  平衡通風方式 

  ⑤ 灰搬出設備 ピットアンドクレーン方式 

  ⑥ 飛灰搬出設備 バッファタンク貯留による飛灰（乾式）搬出方式 

  ⑦ 給排水設備 上水道・工業用水道／重金属処理後再利用方式 

   

 

  

 

⑶ 付帯工事   計量棟、洗車場、門柵、塀 

 

⑷ 外構工事   駐車場、構内道路、植栽  

 

５ 公害防止対策 

⑴ 大気汚染防止対策 

  ① ばいじん除去  バグフィルター 

  ② 塩化水素、硫黄酸化物除去 バグフィルター利用の乾式消石灰噴霧方式 

  ③ 窒素酸化物除去  触媒脱硝方式   アンモニア水噴霧 

  ④ ダイオキシン類対策  ダイオキシン類ガイドラインに定める燃焼管理及び活性炭噴霧 

 

排ガス測定結果 

項 目 単 位 
法規制値 協定規制値 1 号炉 2 号炉 3 号炉 

測 定 日 23 年 2 月 4 日 22 年 12 月 6 日 22 年 11 月 11 日 

硫 黄 酸 化 物 ｐｐｍ 約 440 30 <1 <1 <1 

窒 素 酸 化 物 ｐｐｍ 250 50 12 23 28 

ば い じ ん g/㎥ N 0.08 0.02 <0.001 <0.001 <0.001 

塩 化 水 素 ｐｐｍ 430 25 9 6 5 

ダイオキシン類 ng-TEQ/㎥ N 1 0.5 0.011 0.0030 0.0055 

※ 協定規制値とは、周辺地域の自治会及び町内会で組織する「羽村九町内会自治会生活環境保全協議会」

並びに「瑞穂町環境問題連絡協議会」と締結している公害防止協定に基づく規制値です。 

 

⑵ 騒音・振動防止対策  発生源設備は建築物内に収納 

 

⑶ 悪臭対策   トラックスケール出入口はエアーカーテンで遮断 

ピット内空気を強制押込みし、燃焼用空気として使用 

（施設停止時は脱臭装置が稼動） 

 

⑷ 排水対策   重金属除去排水処理設備（生活排水以外は再利用） 

⑧ 余熱利用設備    背圧式蒸気タービン発電機（1,980 kＷ） 

熱交換冷暖房 場内給湯／場外浴場施設 

⑨ 電気計装設備    高圧受電  分散型電子計算機による自動化 
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《 余熱利用施設「フレッシュランド西多摩」の施設概要 》 

 

フレッシュランド西多摩は、西多摩衛生組合の清掃工場（環境センター）建設にかかわる周辺住民との

同意条件に基づき、地域並びに構成市町の住民の福祉の増進を目的に建設され、一般の利用者も広く利用

できる公の施設として設置されています。環境センターの余熱（蒸気）を利用した浴場施設と多目的施設

（体育館ホール・卓球コーナー）を併設した施設で、平成１２年・１３年の２ヶ年事業で建設され、１３

年１０月２日にオープンしました。 

 また、集会施設『ふれあい館』は、８０畳のホールと４０畳の和室を完備し、各種サークル・団体での

集会・研修・レクリエーションなど、地域の拠点としてご利用いただける施設として平成２２年４月１日

にオープンしました。集会施設の建設にあたっては周辺住民の要望を積極的に取り入れるとともに、設計

段階から環境に配慮した施設とすることを基本コンセプトに、東京の木・多摩産材など自然にやさしい建

築資材を採用しています。 

 

 

■ 浴場施設および多目的施設『体育館ホール・卓球コーナー』 

 

１ 事業費   1,303,050 千円 

 

２ 敷地面積    20,768 ㎡ （集会施設含む） 

 

３ 延床面積     2,360 ㎡ 

⑴ 浴場施設   1,523 ㎡ 

⑵ 多目的施設   837 ㎡ 

 

４ 建物構造及び施設 

 ⑴ 浴場施設   鉄筋コンクリート造  地上 1 階 

① 大浴場（洋風及び和風） バイブラバス／スクリューバス／半身浴／露天風呂／サウナ風呂 

② 福祉風呂   ③ 大広間  ④ 食堂  ⑤ トレーニングルーム 

⑥ リラックスルーム   ⑦ 会議室 

  

⑵ 多目的施設  鉄筋コンクリート造（一部鉄骨） 地上 2 階   

   ① 体育館ホール  バレーボール／バスケットボール／バトミントン等競技可能 

   ② 卓球コーナー 

 

 

■ 集会施設『ふれあい館』 

 

１ 事業費 94,597 千円 

 

２ 延床面積 345.16 ㎡ 

 

３ 建物構造及び施設 

 木造平屋建て（一部鉄骨）  

① ホール〔大広間〕（80 畳） 

② 和室（40 畳） 

③ 給湯室 


